
１

【複素数の計算（加法減法乗法）】

　　次の計算をせよ。

　       　　　　　　　　　　　　      

　    　　　　　　　　　　　　　　 
   　

２

【複素数の除法】

　　次の計算をせよ。

　


 
　　　　　　　　　　　　　　　

　
 


　　　　　　　　

　
 

 
　　　　　　　　　　　　　　　

  　
 

 


 

 

３

【複素数の相等】

　　次のような実数，を求めよ。

　        

　    

４

【負の数の平方根】

　　次の問いに答えよ。

　の平方根をを用いて表せ。

　次方程式  を解け。

５　　次の数をを用いて表せ。

　  　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

　 


　　　　　　　　　　　　　　　   

　
 

 

６

【２次方程式の解法】

　　次の次方程式を解け。

　  

　     　　　　　　　　　　

　   
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７

【解の判別】

　　次の次方程式の解の種類を判別せよ。

　    　 　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　

　     

８

【判別式の利用】

　　を定数とする。次の次方程式の解の種類を判別せよ。

　　　　　　　　    

９

【解と係数の関係】

　　次方程式    のつの解を，とするとき，次の式の値を求めよ

　   　　　　　　　　

　   　　　　　　　　

　









　 
  



【解と係数の関係の応用】

　　次方程式    のつの解が次の条件を満たすとき，定数 の値とつ

の解を，それぞれ求めよ。　

　つの解が他の解の倍である。

　つの解の差がである。



【２次式の因数分解】

　　次式  を，複素数の範囲で因数分解せよ。
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

【２数を解とする２次方程式】

　　次の数を解とする次方程式を作れ。

　   ，   　　　

　  ，  



【和と積からの２数の決定】

　　和が，積がとなる数を求めよ。



【２数を解とする２次方程式】

　　次方程式  のつの解を，とするとき，次の数を解とする次

方程式を作れ。

　， 

　  ， 



【剰余の定理】

　　   
   を次の次式で割った余りを求めよ。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　



【剰余の定理による係数の決定】

　　整式   
   を  で割った余りがであるとき，定数の

値を求めよ。



【２次式で割った余りと剰余の定理】

　　多項式   を  ，  で割った余りがそれぞれ，である。   を

      で割った余りを求めよ。



【組立除法による割り算】

　　組立除法を用いて，次の整式を次式で割った商と余りを求めよ。

　    ，

　  ，
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

【高次式の因数分解】

　　次の式を因数分解せよ。

　     　　　　　　　　　　　

　      

　　次の方程式を解け。

　  　　　　　　　

　    

　  　

　　次の方程式を解け。

　    　　　　　　　　　　　

　   



【高次方程式とその虚数解】

　　の方程式     がを解にもつとき，実数の係数， の値を求

めよ。また，他の解を求めよ。



【１の虚数解の３乗根】

　　方程式  の虚数解のつをとするとき，次の値を求めよ。

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　    　　　　　　　　　　　　　   
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